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加
藤
明
良
委
員
（
自
民
）　

就
学
前
教
育
・

家
庭
教
育
に
つ
い
て
、
議
員
提
案
に
よ
る
条

例
制
定
か
ら
二
年
間
の
取
り
組
み
で
、
そ
の

重
要
性
が
徐
々
に
浸
透
し
て
き
た
。
今
は
、

足
場
を
固
め
る
時
期
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ま

で
の
成
果
の
評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

県
で
は
、
市
町
村
が
家
庭
を
個
別

訪
問
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
た
家
庭
の
約
七
割
で
改
善
が

見
ら
れ
る
な
ど
、
取
り
組
み
の
成
果
が
着
実

に
広
が
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
社
会
教
育
の

専
門
家
で
あ
る
社
会
教
育
主
事
を
中
心
に
市

町
村
と
き
め
細
か
に
連
携
し
、
啓
発
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
伝
達
を
通
じ
て
、
就
学
前
教
育
・
家

庭
教
育
の
重
要
性
を
広
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
向
け
た

い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
用

推
進
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｗ
ⅰ

-

Ｆ
ⅰ
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

設
楽
詠
美
子
委
員
（
県
民
）　

通
学
路
や
生

活
道
路
で
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
取
り
締
ま
る

た
め
に
、
移
動
式
オ
ー
ビ
ス
の
導
入
は
効

果
的
と
考
え
る
。
本
県
で
も
早
急
に
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

警
察
本
部
長　

導
入
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
取
り
締
ま
り
場
所
の
制
約
が
少
な

く
な
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
締
ま
り
を
行
う
こ

と
が
比
較
的
困
難
で
あ
っ
た
生
活
道
路
や
通

学
路
で
も
実
施
が
可
能
に
な
る
こ
と
や
、
取

り
締
ま
り
の
場
所
を
必
要
に
応
じ
て
臨
機
応

変
に
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
速
度

抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
今
後
、
他
県
で
の
運
用
実
態
も
踏
ま
え

つ
つ
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
准
看
護
師
養
成
所
の
継
続
支
援
、

県
立
高
校
へ
の
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
導
入

な
ど
も
質
問
）

金
子
晃
久
委
員
（
自
民
）　

中
高
一
貫
校
増

設
の
狙
い
は
。
ま
た
、
地
域
の
学
校
と
の
共

存
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
地
域
の
中
で
の
学

び
は
具
体
的
に
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
。

成
果
の
検
証
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

教
育
長　

既
設
の
中
高
一
貫
校
で
、
課
題
解

決
能
力
の
育
成
な
ど
に
優
れ
た
実
績
が
出
て

い
る
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
地
域
の

中
核
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
設
置
を
進
め

て
い
く
。
地
元
の
中
学
校
と
の
連
携
の
在
り

方
な
ど
は
開
設
準
備
委
員
会
で
検
討
し
て
い

く
。
地
域
で
の
学
び
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

と
連
携
し
て
学
校
で
は
で
き
な
い
体
験
・
活

動
に
取
り
組
む
。
成
果
は
出
口
だ
け
で
な
く
、

授
業
手
法
が
ど
れ
だ
け
良
い
影
響
を
子
ど
も

に
与
え
る
か
の
検
証
も
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
部
活
動
の
在
り
方
、
県
立
高
等

学
校
の
魅
力
づ
く
り
な
ど
も
質
問
）

八
島
功
男
委
員
（
公
明
）　

提
出
さ
れ
た
霞

ケ
浦
水
質
保
全
条
例
改
正
案
は
、
行
政
指
導

の
限
界
を
行
政
処
分
の
追
加
で
補
お
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
流
域
の
小
規
模
事
業
者
へ

の
規
制
強
化
の
背
景
と
目
的
は
。
霞
ケ
浦
水

質
浄
化
に
か
け
る
意
気
込
み
と
併
せ
て
伺
う
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

平
成
十
九
年
の
条
例

改
正
後
、
小
規
模
事
業
所
に
排
水
基
準
遵
守

を
義
務
付
け
、
違
反
者
に
は
行
政
指
導
を
し

て
き
た
。
そ
の
後
の
実
態
調
査
や
環
境
保
全

調
査
特
別
委
員
会
提
言
を
踏
ま
え
、
排
水
基

準
遵
守
の
徹
底
、
流
入
負
荷
量
の
削
減
を
目

的
と
し
て
本
改
正
案
を
提
出
し
た
。
世
界
湖

沼
会
議
の
議
論
や
霞
ケ
浦
宣
言
を
踏
ま
え
、

負
荷
削
減
対
策
を
着
実
に
進
め
、
水
質
改
善

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
本
県
財
政
運
営
、
レ
ン
コ
ン
生

産
の
振
興
と
課
題
な
ど
も
質
問
）

磯
崎
達
也
委
員
（
自
民
）　

茨
城
経
済
ミ
ッ

シ
ョ
ン
や
ロ
シ
ア
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ

り
、
本
県
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
注
目
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
機
を
捉
え
、
富
裕
層
向
け
の
現

地
商
談
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
ロ
シ
ア
か
ら

の
誘
客
促
進
を
積
極
的
に
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

営
業
戦
略
部
長　

二
月
に
開
設
し
た
ロ
シ
ア

語
版
の
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
ロ

シ
ア
人
観
光
客
が
好
む
観
光
情
報
を
強
力
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
県
を
周
遊
・
宿

泊
す
る
ツ
ア
ー
造
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
商
談
会
へ
の
出
展
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
輸
出
促
進
に
も
つ
な
が
る
観
光

戦
略
を
練
っ
た
上
で
、
誘
客
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
農
水
産
物
の
輸
出
拡
大
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
見
据
え
た
県
道
水
戸
那
珂
湊
線

の
整
備
な
ど
も
質
問
）

本
澤
徹
委
員
（
無
所
属
）　

耕
作
放
棄
地
対

策
や
、
田
ん
ぼ
か
ら
畑
へ
の
転
換
を
望
む
農

家
な
ど
へ
の
支
援
に
向
け
、
農
地
中
間
管
理

機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
の
活
用
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

二
〇
一
八
年
度
に
創
設
さ

れ
た
当
該
事
業
は
、
対
象
農
地
全
て
を
農
地

中
間
管
理
機
構
に
貸
し
付
け
る
な
ど
、
一

定
の
要
件
の
下
、
農
家
の
費
用
負
担
を
求
め

ず
に
基
盤
整
備
が
可
能
と
な
り
、
耕
作
放
棄

地
対
策
と
し
て
有
効
な
制
度
と
考
え
る
。
県

で
は
、
農
家
や
土
地
改
良
区
な
ど
へ
制
度
の

普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
農
家
か
ら
の

相
談
に
対
応
し
つ
つ
、
地
元
の
合
意
形
成
に

向
け
た
調
整
や
事
業
計
画
の
提
案
を
行
う
な

ど
、
早
期
の
事
業
化
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
鹿
行
地
域
の
医
療
体
制
、
選
挙

制
度
の
適
切
な
運
用
な
ど
も
質
問
）

山
野
井
浩
委
員
（
自
民
）　

新
学
習
指
導
要

領
に
よ
り
、
小
学
校
で
英
語
が
教
科
化
さ
れ

る
。
世
界
に
通
用
す
る
英
語
が
身
に
付
く
よ

う
、
単
語
や
文
法
を
覚
え
る
だ
け
で
な
く
、

相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ

う
な
教
育
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
英
語
教
育
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
「
聞
く
こ
と
」
「
話

す
こ
と
」
を
中
心
に
、
英
語
に
慣
れ
親
し
み

な
が
ら
学
習
へ
の
動
機
付
け
を
高
め
、
「
読

む
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
を
加
え
総
合
的
に

学
習
を
進
め
て
い
く
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
も
活

用
し
、
英
語
の
知
識
や
技
能
の
習
得
を
ゴ
ー

ル
と
せ
ず
、
言
葉
と
し
て
英
語
を
使
っ
て
話

す
体
験
を
通
し
て
、
話
す
喜
び
が
身
に
付
く

よ
う
な
教
育
を
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
都
市
軸
道
路
の
整
備
、
文
化
財

の
保
護
な
ど
も
質
問
）

江
尻
加
那
委
員
（
共
産
）　

県
が
防
災
体
制

を
構
築
す
る
な
ど
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、

日
本
原
電
は
本
格
的
に
再
稼
働
を
目
指
す
と

表
明
し
た
。
東
海
第
二
原
発
は
、
大
規
模
地

震
が
多
発
す
る
中
央
構
造
線
の
北
側
と
い
う

リ
ス
ク
の
高
い
場
所
に
立
地
し
て
い
る
が
、

県
原
子
力
安
全
対
策
委
員
会
に
お
け
る
安
全

対
策
の
検
証
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

知
事　

地
震
対
策
で
は
発
電
所
周
辺
の
断
層

な
ど
に
つ
い
て
、
津
波
対
策
で
は
想
定
す
る

津
波
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
原
電
か

ら
説
明
を
聴
取
の
上
、
審
議
し
て
き
た
。
委

員
か
ら
は
数
々
の
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、

先
般
の
住
民
説
明
会
で
の
意
見
な
ど
と
と
も

に
、
今
後
し
っ
か
り
と
審
議
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
東
海
第
二
原
発
を
め
ぐ
る
県
民

意
見
の
聴
取
と
反
映
、
児
童
相
談
・
児
童
虐

待
対
策
な
ど
も
質
問
）

臼
井
平
八
郎
委
員
（
自
県
ク
）　

近
年
、
海

外
の
医
科
大
学
で
学
ぶ
日
本
人
留
学
生
が
東

欧
を
中
心
に
年
々
増
加
し
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
外
国
か
ら
の
医
師

の
受
け
入
れ
推
進
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

昨
年
四
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
し
、

国
立
医
科
大
学
関
係
者
や
日
本
人
留
学
生
に

対
し
、
修
学
研
修
資
金
貸
与
制
度
な
ど
を
直

接
Ｐ
Ｒ
し
た
。
今
後
は
こ
の
制
度
の
活
用
を

一
層
促
進
し
、
将
来
県
内
で
勤
務
す
る
医
師

を
一
人
で
も
多
く
確
保
す
る
ほ
か
、
医
療
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
受
け
入
れ
体
制
の
一
層

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
、
外
国
か
ら
の
医

師
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
こ
れ
ま
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

の
成
果
と
二
〇
一
九
年
度
へ
の
意
気
込
み
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
誘
致
と
知
事
の
こ
れ

か
ら
の
中
国
に
対
す
る
取
り
組
み
も
質
問
）

舘
静
馬
委
員
（
自
民
）　

昨
年
の
一
般
質
問

に
お
い
て
知
事
は
、
動
物
福
祉
の
理
念
を
堅

持
し
つ
つ
、
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
プ

ロ
セ
ス
が
大
事
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
知
事
が
ど
う
い
っ
た
プ
ロ

セ
ス
を
重
要
と
考
え
て
い
る
の
か
、
な
か
な

か
見
え
て
こ
な
い
部
分
も
あ
る
。
知
事
の
思

い
描
く
プ
ロ
セ
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
の
か
、
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
が
、
所
見
は
。

知
事　

本
質
的
な
対
策
と
し
て
は
、
動
物
指

導
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
る
犬
猫
の
頭
数
を

減
ら
す
、
い
わ
ゆ
る
入
口
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
の
対
策
を
、
犬
猫
譲
渡
会
を
開
催
し
て

譲
渡
を
推
進
す
る
な
ど
の
出
口
対
策
と
併
せ

て
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
立
あ
す
な
ろ
の
郷
も
質
問
）

ことば ※1【オービス】…速度違反自動取締装置。　※2【デュアルシステム】…学校等における座学と企業における実習を並行して実施する職業訓練。
※3【茨城経済ミッション】…県が、今年3月に、県産品のロシア輸出促進に向けてモスクワに派遣した県内企業等でつくる訪問団。

お知らせ

月日 曜 議 事 予 定

6 . 6 木 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

7 金 休会（議案調査）
8 土
9 日
10 月 休会（議案調査）

11 火 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

12 水 本会議（一般質問・質疑）

13 木 本会議（一般質問・質疑、
　　　　議案常任委員会付託）

14 金 休会（委員会審査準備）
15 土
16 日
17 月 休会（常任委員会）
18 火 休会（常任委員会）

19 水 休会（産業の育成・振興に関する
　　　調査特別委員会）

20 木 休会（議事整理）

21 金 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

　次回の、令和元年第2回定例会は、6月6
日から21日までの16日間の会期日程で開
催される予定です。

ことば ※4【農地中間管理機構】…所有者から農地を借受け、まとまった形で意欲ある農業経営体に貸し出すため、農地の中間的受け皿として設置された公的機関。
※5【ALT】…外国語指導助手。小中高校などの英語の授業で教員の補助を行う。

予 算 特 別 委 員 会

３
月
19
日（
火
）　

　

加か
と
う藤　
　

明あ
き
よ
し良
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子
（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

金か
ね
こ子　
　

晃て
る
ひ
さ久
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

八や
し
ま島　
　

功い
さ
お男
（
公　
　

明　
　

党
）

　

磯い
そ
ざ
き崎　
　

達た
つ
や也
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
20
日（
水
）

　

本ほ
ん
ざ
わ澤　
　
　

徹
と
お
る（
無　
　

所　
　

属
）

　

山や
ま
の
い

野
井　
　

浩
ひ
ろ
し（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

江え
じ
り尻　
　

加か

な那
（
日
本
共
産
党
）

　

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

舘た
ち　
　
　

静し
ず
ま馬
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者




